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第九章　‌�〈自己完結社会〉の成立と〈生活世界〉の
構造転換

（１）「意味のある過去」と、「生きた地平」に立つことについて

さて、ここからわれわれは、これまで抽象的な形で説明してきた〈自己完結

社会〉の成立過程について、日本社会というわれわれが生きる具体的な場に即

しながら論じていくことにしよう。

前述のように、われわれが自らの現実と対峙していく潜在力を獲得するため

には、われわれは概念的に掌握された事柄を「意味のある過去」として自らに

つなぎとめていくこと、そしてそこから「生きた地平」に立つということが求

められるのであった。だが、そもそもここで言う「意味のある過去
0 0 0 0 0 0 0

」、そして

「生きた地平
0 0 0 0 0

」とは何だろうか。この章では、最初にこうした問題意識を確認す

ることから始めたい。

まず、われわれが直面している現実は、いずれも過去に生じた事実の連鎖に

よって成立したものである。そのため現実について理解するためには、われわ

れはその現実をもたらした過去について知る必要があるだろう。しかしそもそ

も“過去を理解する”とはいかなることなのだろうか。例えば今日のわれわれ

は、書物やインターネットを通じて過去に関する知識をいくらでも得ることが

できる。しかし「あるとき、どこかの場所で、こういう出来事があった」とい

う情報をどれほど積み重ねたところで、それは本当の意味において“過去を理

解した”ことにはならないだろう。つまりそこに〈この私
0 0 0

〉、すなわち〈自己存
0 0 0 0

在〉と結びつく意味や実感
00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

が不在であるなら、それは想像された架空の歴史年

代を記憶するのと大差はないということである。過去は、〈自己存在〉に対する
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12 第五部　〈有限の生〉と〈無限の生〉

明確な連続性のもとで掌握されることによって――すなわち〈存在の連なり〉

の一部として位置づけられることによって――はじめて事実の断片を超えた

“意味のあるもの
0 0 0 0 0 0 0

”となる。われわれが求める「意味のある過去
0 0 0 0 0 0 0

」とは、いわば

こうした形で掌握された過去のことなのである。

それでは、われわれは特定の過去と〈自己存在〉との結びつきを、いかにし

て理解することができるのだろうか。実は、そうした連続性を実感するための

具体的な方法がある。例えば「時間の地図
0 0 0 0 0

」という考え方もそのひとつである。

一般的に“地図”とは、諸々の空間的な地点に関する情報を平面的に記載した

ものである。そしてわれわれは地図を用いることによって、例えば特定の地点

と自身とを隔てる距離間や、その地点へと至るための具体的な道筋について理

解することができるようになる。加えて地図を大きく広げてみれば、われわれ

は自身からの距離が離れるほどに、そこには不慣れな世界、異質な世界が広がっ

ているということを実感することもできるだろう。これに対して「時間の地図」

とは、われわれが諸々の“過去”に関する情報を〈自己存在〉との関係性に基

づいて配置した、想像上の「地図」のことである。つまりわれわれが特定の過

去と向き合う際、それを常にこうした「時間の地図」上の「地点」として感覚

的に理解するよう努めるのである。そうすることで、われわれはその過去と自

身とを隔てる時間的距離間
0 0 0 0 0 0

や、その過去から自身へと続く時間的な道筋
0 0 0 0 0 0

を、あ

たかも地図を眺めるかのように捉えることができる。加えてその「地図」を広

く見渡すことができれば、われわれは自身からの時間的な距離が離れるほどに、

そこには現在の常識がまったく通用しない、異質な世界が広がっていることも

また実感することができるのである。

他にも、ここでの時間的距離間をより具体的な形に置き換えた、「二五歳＝一
0 0 0 0 0

世代の例え
0 0 0 0 0

」というものがある。想像してみてほしい。まず、読者の母親が読

者を産んだのが二五歳のときであると仮定しよう。加えて読者の祖母が読者の

母親を産んだのが同じく二五歳のときであると仮定する。そうすると、50年前

とは、およそ読者の祖母が読者と同じ年齢だった頃に相当することになる。そ

してこの仮定を繰り返していくと、100年前とは、およそ読者の祖母の祖母にあ

たる人物が、さらには500年前とは、およそ一連の行程を五回繰り返した先にい
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る読者の祖先が、それぞれ読者と同じ年齢だった頃に相当するということにな

るのである。もちろんここで25年を一世代と見なす想定は、人類学的には正確

なものではない（1）。しかしこの方法は、われわれが過去との時間的距離間を感

覚的に掌握する方法としては、一定の有用性があると言えるだろう。

もっとも、われわれが特定の過去を「意味のある過去」として理解するため

には、これだけでは不十分である。そこで注目したいのは、われわれが過去と

の連続性を理解しようとする際、そこには必ずある種の媒介物が必要とされる

ということである。そのひとつは、〈自己存在〉が立脚している何らかの“場”

であり――それは土地でも、家でも、地域社会でも、国家でも、惑星でもかま

わない――それが現在とは異なる“過去の場”として、確かにそこに存在して

いたという「場の連続性」である。そしてもうひとつは、そうした“過去の場”

に縛られながらも、われわれと同じように何かを感じ、何かを思い、生き、そ

して死んでいった“過去の人間”が、確かにそこに存在したのだという人間の

「〈生〉の連続性」である。つまりわれわれが特定の過去を、〈自己存在〉をも内

包した〈存在の連なり〉のなかに位置づけていくためには、時間的道筋や時間

的距離間に対する想像力のみならず、かつてそこにあったはずの“場”、そして

かつてそこにあったはずの“人間の〈生〉”というものに対する想像力が不可欠

となるのである。

以上のことを、具体的な例に即して整理してみよう。例えば1932年に生じた

「五・一五事件」とは、青年将校によって犬養毅（当時首相）が暗殺された昭和

初期のテロ事件のことである（2）。そしてそれを単なる知識、単なる事実の断片

としてのみ捉えるならば、確かにそこにはいかなる意味も実感も生じえない。

しかし「時間の地図」という比喩を用いてみれば、われわれはそれが限りなく

広がっていく時間的連続性のなかで、現在からその時間の分だけ遡った「地点」

において生じた出来事であるということが分かる。そして仮に2020年を基準に、

それを88年前のことだとするなら、「二五歳＝一世代の例え」によって、その

「地点」がおよそ、読者の曾祖父母が読者よりも一回りだけ若くして生きていた
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

時代
0 0

に相当するということも分かるだろう。さらに「場の連続性」に思いを馳

せれば、それが現在とは異質な世界にありながらも、われわれが生きるこの同
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じ日本という国の東京という都市において生じた出来事であること、また「〈生〉

の連続性」に思いを馳せれば、それが異質な時代の前提によって縛られながら

も、われわれと同じように現実を生きた人々によって引き起こされた出来事で

あるということが改めて感じられる。そこにはかつて、われわれが目撃してい

る同じ場が、そしてわれわれと同じように明日を憂い、ささやかな喜楽のもと

で笑い、涙する人々が確かに存在していた。そして移り変わる時代の狭間で、

そうした人々のさまざまな理由、さまざまな人生の巡り合わせによって、確か

にその出来事は生じたのである。

もちろん特定の過去が、歴史的事実として何をもたらしたのかについて知り

たければ、われわれに求められるのは知識だろう。しかしそこにこうした〈連

なり〉の感覚が加わることによって、はじめてそれは「意味のある過去」とな

る。〈存在の連なり〉のもとで掌握された過去には、現実と対峙していくわれわ

れを励まし、勇気づける力があるだろう。そこにあるのは、われわれが立ち返

ることができる“意味の源泉”としての潜在力である。つまりわれわれが現実

と向き合う際、こうした無数の「意味のある過去」をそのための足場として定

めること、それがここで言う「生きた地平」に立つ
0 0 0 0 0 00 0 0 0

ということなのである。

なおこうした視点は、われわれに“歴史”とは何か
0 0 00 0 0 0 0

という問いをも投げかけ

るだろう。一般的な辞書によれば、“歴史”とは「①人類社会の過去における変

遷・興亡のありさま。また、その記録。②物事の現在に至る来歴」とされてい

る（3）。しかしこれまでの議論に即して言えば、この定義を文字通りに受け取る

限り、歴史とは、いわば過去の“死んだ事実”の集積に過ぎなくなる。ここに

は歴史に居合わせる〈この私〉という視点が欠落しており、したがって「意味

のある過去」を形作っていくための起点が存在しないからである。かつてＥ・

Ｈ・カー（E. H. Carr）は、客観的な事実を希求する実証主義的な歴史学を批判

し、事実を解釈する歴史家自身に目を向ける必要性を指摘した。「歴史とは、現

在と過去との対話である」という有名な一節が物語っているのは、たとえいか

なる歴史的事実であっても、それを眼差す歴史家の目線から切り離しては存在

することができないということ、しかし事実は、歴史家によって特定の形に眼

差されるからこそ、そこに意味というものを宿すことができるのだということ
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である（4）。歴史家ではないわれわれの立場からすれば、このことは次のように

換言する方が適切だろう。すなわち歴史と言っても、そこには〈自己存在〉と

切り離された一般的な歴史の概念とは別に、〈存在の連なり〉のもとで掌握され

た“意味のある歴史”、“生きた歴史”というものが想定できる、というように

である（5）。

いずれにしても、改めて本章の目的を述べれば次のようになる。すなわちこ

こで試みたいのは、これまで論じてきた〈自己完結社会〉の成立過程を、こう

した“意味の地平”に引きもどし、「生きた地平」のもとで再び説明を試みてい

くことである。この場合、われわれを過去と結びつけるのは、何よりこの“列

島”という「場の連続性」、そしてこの列島に生き、死でいったものたちの

「〈生〉の連続性」となるだろう（6）。冒頭で示したように、本章が注目したいの

は、われわれが生きるこの現代社会に対して直接的な意味を持つ150年あまりの

期間であり、とりわけそこで〈生活世界〉の構造転換
0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

がいかなる形で生じたの

かということである。本章ではこの150年あまりを、便宜的に「第一期」から

「第五期」までに区分し（表６）、それぞれの時代の外観、思想史的な文脈、そ

して〈生活世界〉の実態について順番に見ていくことにしよう。

もっともここでの時代の描写は、見るものによっては表面的、一面的なもの

として映ることがあるかもしれない。歴史学や社会科学としてではなく、〈思
0 0

表６　本章における「第一期」から「第五期」までの時代区分と時代の特徴

期間の概要 およその期間 時代の象徴

第一期 近代国家日本の成立から敗戦
まで 1868年～1945年 重厚な〈生活世界〉と

〈社会的装置〉の萌芽

第二期 戦後復興から高度経済成長期
まで 1945年～1970年 構造転換の過渡期と

〈旅人〉の時代

第三期 高度消費社会の隆盛からバブ
ル崩壊まで 1970年～1995年 〈郊外〉の成立と

〈旅人〉の定住化

第四期 情報化とグローバル化の進展
まで 1995年～2010年 「情報世界」の台頭と

〈漂流人〉の出現

第五期 いまわれわれが立っている地
点 2010年～ 〈自己完結社会〉の成立
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想〉として
00 0 0 0

時代に向き合うことを試みる本書では、複雑な時代の全体像を描き

だすということよりも、統一した観点のものと、徹底して時代のひとつの断面

を描ききるということを重視している側面があるからである。また1980年に生

まれた筆者自身は、ここでの「第四期」の人間に相当する。それゆえ「第四期」

以降の時代の描写は、筆者の主観的な経験が色濃く反映されていると言えるだ

ろう。このことは最初に断っておくことにしたい。

（２）重厚な〈生活世界〉と〈社会的装置〉の萌芽

まず、われわれが最初に振り返ることになる「第一期」は、近代国家日本の

成立から敗戦までの期間（1868年－1945年）である。それは先の「二五歳＝一世

代の例え」に即して言えば、2020年基準でおよそ、読者の祖父母の両親
0 0 0 0 0 0

から読

者の祖父母の祖父母の祖父母
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

にあたる人々までが、読者と同じ年代だった頃の

過去に相当する。

その時代の外観は、概ね次のようになるだろう。まず「第一期」は、明治新

政府による“江戸”からの決別から始まった（7）。「王政復古」の号令とともに政

治的実権を掌握した新政府は、改めて“天皇制”を国体の中央に定め（8）、また

西洋諸国の諸制度を模倣する形で近代国家としての枠組みを一から整備して

いった（9）。一連の試みは成功を収め、国内には近代的な都市や産業が次々に発

達していくことになる。日清／日露の両戦争での勝利を契機として、日本は対

外的には、名実ともに“列強”と呼ばれた19世紀的な帝国主義国家の一員となっ

た（10）。そして第一次大戦によって西洋諸国の勢力が後退すると（11）、その間隙

を縫う形で大陸進出を進めていくことになる（12）。しかし最終的には、敗戦を通

じて一度すべてを失うことになるのである（13）。

思想史的な文脈から見れば、「第一期」を生きた人々の格闘の軌跡は、およそ

「西洋との対峙
0 0 0 0 0 0

」という言葉に集約することができるだろう。まず、明六社を筆

頭とする明治初期の知識人たちが心血を注いだのは、西洋諸国の諸制度のみな

らず、その背景となっている思想や世界観を理解することであった（14）。不平等

条約を締結せざるをえなかった過去を受け止め、この国を諸外国と対等に渡り
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